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空
と
大
地
が
広
い
。
８
６
０

度
、
視
界
を
遮
る
人
工
物
は
何

一
つ
な
く
、
褐
色
の
世
界
が
地

平
線
ま
で
延
々
と
続
く
。
モ
ン

ゴ
ル
語
で
「
乾
燥
し
た
土
地
・
一

を
意
味
す
る
ゴ
ビ
。
太
燭
が
日

陰
の
な
い
地
面
を
容
赦
な
く
焦

が
し
、
ラ
ク
ダ
で
す
ら
行
き
倒

れ
る
過
酷
な
環
境
だ
が
、
太
古

ば
水
を
た
た
え
、
緑
に
覆
わ
れ

た
「
恐
竜
の
王
国
」
だ
っ
た
。

今
夏
、
同
地
を
舞
台
に
岡
山
理

科
大
が
行
っ
た
恐
竜
化
石
認
査

に
同
行
し
た
。
（
稲
垣
心
也
）

◇

北
緯
網
度
、
東
経
１
０
７
度

モ
ン
ゴ
ル
・
ゴ
ビ
砂
漠
南
東

部
シ
ャ
ル
ッ
ァ
フ
近
郊
の
ハ

ビ
ル
ギ
ー
ン
ブ
ー
ツ
（
遊
牧
民

の
冬
営
地
）
を
８
月
尋
１
年
ぶ

り
に
訪
れ
た
石
垣
忍
岡
山
理
科

大
生
物
地
球
学
部
教
授
（
館
）
は

も
く
ろ
み
通
り
』
の
成
果
を

得
た
満
足
感
に
驚
喚
を
交
え
て

つ
ぶ
や
い
た
。
「
爪
跡
ま
で
見

え
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
も
の
と
は
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４
歩
行
動
探
る
糸
口
に

を

ね
」昨

夏
に
掘
り
当
て
た
長
さ
１
０

６
諺
、
世
界
最
大
級
の
恐
竜
足
跡

化
石
に
連
な
る
、
８
個
の
足
跡
が

新
た
に
出
土
。
約
７
千
万
～
９
千

万
年
前
の
中
生
代
白
亜
紀
後
期
、

大
型
植
物
食
恐
竜
「
竜
脚
類
」
の

テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
類
が
の
し
歩

い
た
痕
跡
だ
厄
推
定
全
長
釦
瞬
、

体
璽
数
十
少
も
の
巨
体
を
ど
う
支

え
動
か
し
た
か
。
単
一
の
足
跡
で

は
分
か
ら
な
か
っ
た
巨
大
恐
竜
の

行
動
を
探
る
手
掛
か
り
に
な
る
。

一
左
右
の
足
が
開
き
、
爪
が
外

を
向
く
“
が
に
股
″
・
歩
幅
は
狭

く
、
歩
行
は
か
な
り
遅
か
っ
た
だ

香
っ
一
・
石
垣
教
授
の
函
が
弾
ん

だ
。
「
連
続
す
る
４
歩
を
鮮
明
に

観
察
で
き
る
。
こ
れ
ほ
ど
巨
大
で

状
態
の
良
い
足
跡
化
石
は
世
界
で

鋤
が
な
く
、
教
科
書
に
載
る
レ
ベ

ル
だ
ね
」

新
た
な
ス
テ
ー
ジ

ゴ
ビ
砂
漠
で
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル

の
共
同
翻
査
が
始
ま
っ
て
妬
年
に

な
る
。
１
９
９
８
輻
岡
山
市
の

バ
イ
オ
企
業
・
林
原
が
運
営
す
る

旧
林
原
自
然
科
学
博
物
館
が
日
本

隊
と
し
て
初
め
て
現
地
入
り
し
、

道
を
開
い
た
。
尾
羽
を
持
つ
ノ
ミ

ン
ジ
ア
、
石
頭
恐
電
ア
ム
ト
ケ
フ

ァ
レ
な
ど
新
種
、
プ
ロ
ト
ケ
ラ
ト

プ
ス
の
幼
体
築
団
：
。
世
界
が
驚

く
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

一

同
博
物
館
長
も
務
め
た
石
垣
教
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
踏
み
出
し
て

授
は
「
林
原
の
『
遺
産
』
、
特
に
い
る
。

モ
ン
ゴ
ル
と
の
信
頼
関
係
が
あ
る
林
原
時
代
か
ら
の
パ
ー
ト
ナ

か
ら
今
が
あ
る
」
と
か
み
し
め
る
。
Ｉ
、
モ
ン
ゴ
ル
科
学
ア
カ
ぞ
へ
了

２
０
１
８
年
に
バ
ト
ン
を
引
き
継
古
生
物
学
地
質
学
研
究
所
（
Ｉ
Ｐ

い
だ
理
科
大
も
、
姫
年
か
ら
ブ
イ
Ｇ
）
の
ツ
オ
ク
ト
バ
ー
ト
ル
所
長

Ｉ
ル
ド
調
査
に
着
手
。
昨
秋
に
は
（
記
）
は
「
若
い
研
究
者
の
育
成
ば
、

私
立
大
の
「
ブ
ラ
ン
ド
化
」
を
図
科
学
へ
の
大
き
な
寄
与
だ
。
教
育

る
文
部
科
学
省
の
研
究
助
成
事
業
機
関
と
の
連
携
は
意
錘
深
い
」
と

に
選
出
さ
れ
、
「
恐
電
研
究
の
国
話
す
．
Ｉ
Ｐ
Ｇ
の
理
解
も
あ
り
、

際
的
な
拠
点
形
成
』
を
目
指
す
、
今
夏
の
発
掘
に
は
理
科
大
生
通
人

大型短物…竜の墨跡化石窪発掘する調査隊c l種のものを含め
計4歩の連橇した星跡が見つかった

家
畜
の
群
れ
に
遡
遇
す
る
が
、
や

が
て
緑
が
少
な
く
な
り
、
フ
タ
コ

プ
ラ
ク
ダ
や
野
生
の
馬
、
ガ
ゼ
ル

が
肇
を
見
せ
始
め
る
。
謬
漠
に

入
っ
た
ん
だ
」
・
ハ
ン
ド
ル
を
握

る
Ｉ
Ｐ
Ｇ
研
究
員
チ
ン
ゾ
リ
ッ
グ

さ
ん
（
躯
）
が
教
え
て
く
れ
た
。

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
地
の
シ
ャ
ル

ツ
ァ
フ
ま
で
直
線
距
雛
で
Ｂ
Ｏ
Ｏ

試
だ
が
、
悪
蹄
を
迂
回
し
な
が
ら

進
む
た
め
、
走
行
距
離
は
８
０
０

鼓
を
超
え
る
。
さ
ら
に
車
の
パ
ン

ク
に
加
え
、
モ
ン
ゴ
ル
で
は
一
よ

く
あ
る
」
家
畜
の
伝
染
病
が
発
生

し
て
予
定
の
ル
ー
ト
を
通
れ
ず
、

到
蕎
し
た
の
は
出
発
か
ら
聡
時
間

後
の
翌
廻
日
午
前
２
時
・

応
急
的
に
、
先
発
隊
が
組
み
立

て
た
テ
ン
ト
で
す
し
詰
め
に
な
っ

て
眠
る
。
ま
ど
ろ
み
の
中
、
暗
闘
か

ら
学
生
の
さ
さ
や
く
声
が
聞
こ
え

た
召
と
ん
で
も
な
い
と
こ
ろ
に
来

た
な
」
。
日
が
昇
っ
た
後
で
、
そ
の

言
葉
を
案
感
す
る
こ
と
に
な
る
．

酒
關
哩
回
園
哩
幽
図

（
次
回
は
げ
日
付
く
ら
し
面
に

掲
敏
し
ま
す
）

しれぎ

斎蕊
急頼で

篝
原た

窒導

雷

本
隊
は
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
を
出
発

中
央
部
の
街
マ
ン
ダ

き
た
辺
り
で
舗
装
さ

し
た
。
７
台
の
車
列
は
モ
ン
ゴ
ル

も
参
加
。
モ
ン
ゴ
ル

隊
員
鋤
入
超
と
過
去

な
っ
た
。

し
ば
ら
く
は
遊
牧
民
の
ゲ
ル
や

轍
を
頼

８
月
ｎ
日
午
前
８

っ
て

時
。
調
査
隊

ル
ゴ
ビ
を
遇

側
と
合
わ
せ

最
大
規
模
に


